
 

 

通し番号 ４８４４  分類番号 28-68-21-17 

 

豚ふんから発生する悪臭防止法22物質以外の悪臭成分として、６成分を検出した 

［要約］ 豚ふん中に含有する悪臭防止法22物質以外の低濃度で不快な悪臭成分を、 

GC/MS分析により検索したところ、イソ酪酸、カプロン酸、フェノール、p-クレゾール、

インドール、スカトールの６成分を検出した。 
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［背景・ねらい］ 

養豚場の悪臭発生源の一つである豚ふん中に含有する悪臭防止法の悪臭 22物質以外の

低濃度で不快な悪臭成分を検索し、ふんからの悪臭成分の揮散条件を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 新鮮ふんと畜舎排出ふん（除ふん時に採取。最長 24時間貯留）を用い、豚ふん 50gを

直径８cmのステンレス皿にのせ、図１にあるように、入気口と排気口があり上下分離で

きる密閉ガラス容器（ウォーターバス内で 30℃に保持）に入れた後、容器内に発生した

悪臭を、１Ｌ/minで 50Ｌ吸引しアセトン溶液に吸着させることで捕集し（表１）、捕集

液を GC/MS分析して悪臭の成分と濃度を測定したところ、悪臭防止法 22物質以外に、イ

ソ酪酸、カプロン酸、フェノール、p-クレゾール、インドール、スカトールの６成分を検

出した（図２）。 

2 1に示す６成分での揮散量の比較では、新鮮ふんでカプロン酸、p-クレゾール、インドー
ル、スカトールの４成分が多い傾向が見られた（図２）。  
 

［成果の活用面・留意点］ 

1 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 
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表１　GC/MS分析の測定条件

培養温度 30℃

使用した溶媒 アセトン

溶媒への吸引量 50Ｌ

吸引速度 １Ｌ/min程度
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図２ 豚ふんから揮散する悪臭成分の閾希釈倍数

（新鮮ふんと畜舎排出ふんの比較）
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